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員

会
は
、
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宅
副
委
員
長
の
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会

で
は
じ
ま
り
、
地
方
委
員
10
名

中
８
名
の
出
席
を
確
認
し
て
委

員
会
の
成
立
を
宣
言
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た
。
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に
は
小
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が
選
出
さ
れ
ま
し
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。
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、
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・
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を
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る
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、
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、
組
織
拡
大
な
ど
が
提
起
さ

れ
た
。

来
賓
で
は
、
県
労
会
議
鷲
尾

副
議
長
が
、
幹
事
会
報
告
、
政

治
問
題
、
22
春
闘
等
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
日

本
本
部
大
北
書
記
長
が
、
22
春

闘
交
渉
、
安
全
問
題
、
組
織
強

化
・
拡
大
、
政
治
闘
争
等
を
報

告
さ
れ
た
。

議
題
に
入
り
、
当
面
の
闘
争

方
針
（
案
）
を
青
山
書
記
長
が

提
案
し
た
。

方
針
案
の
討
論
は
、
３
名
の

委
員
・
分
会
代
表
が
発
言
し
た
。

討
論
で
は
、
22
春
闘
の
取
り

組
み
、
期
末
手
当
問
題
、
組
織

拡
大
、
職
場
で
の
様
々
な
問
題

等
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
西

日
本
本
部
・
地
方
本
部
応
答
が

行
わ
れ
、
書
記
長
集
約
、
当
面

の
闘
争
方
針
案
が
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。
委
員
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
天
野
地
本
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
了

し
た
。

第
１
４
４
回
地
方
本
部
委
員

会
は
、
三
宅
副
委
員
長
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
地
方
委
員
10
名

中
８
名
の
出
席
を
確
認
し
て
委

員
会
の
成
立
を
宣
言
し
た
。
議

長
に
は
小
川
委
員
（
岡
山
連
合
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

天
野
地
本
委
員
長
あ
い
さ
つ

で
は
、
コ
ロ
ナ
問
題
、
安
全
・

公
共
交
通
を
守
る
課
題
、
22
春

闘
、
組
織
拡
大
な
ど
が
提
起
さ

れ
た
。

来
賓
で
は
、
県
労
会
議
鷲
尾

副
議
長
が
、
幹
事
会
報
告
、
政

治
問
題
、
22
春
闘
等
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
日

本
本
部
大
北
書
記
長
が
、
22
春

闘
交
渉
、
安
全
問
題
、
組
織
強

化
・
拡
大
、
政
治
闘
争
等
を
報

告
さ
れ
た
。

議
題
に
入
り
、
当
面
の
闘
争

方
針
（
案
）
を
青
山
書
記
長
が

提
案
し
た
。

方
針
案
の
討
論
は
、
３
名
の

委
員
・
分
会
代
表
が
発
言
し
た
。

討
論
で
は
、
22
春
闘
の
取
り

組
み
、
期
末
手
当
問
題
、
組
織

拡
大
、
職
場
で
の
様
々
な
問
題

等
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
西

日
本
本
部
・
地
方
本
部
応
答
が

行
わ
れ
、
書
記
長
集
約
、
当
面

の
闘
争
方
針
案
が
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。
委
員
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
天
野
地
本
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
了

し
た
。

2022年2月27日 №5530
発行者 天野伸行 編集者 片岡有宏

2022年2月27日 №5530
発行者 天野伸行 編集者 片岡有宏

22
春
闘
６

を

22
春
闘
６

を

第
１
４
４
回
拡
大
地
方
本
部
委
員
会

第
１
４
４
回
拡
大
地
方
本
部
委
員
会

組
織
拡
大
に
全
力
を
上
げ
よ
う

組
織
拡
大
に
全
力
を
上
げ
よ
う

国労岡山国労岡山

国鉄労働組合岡山地方本部国鉄労働組合岡山地方本部
086-233-0511 JR3400

メールアドレス nru.okayma@gmail.com
086-233-0511 JR3400

メールアドレス nru.okayma@gmail.com

地
方
本
部
は
、
2
月
19
日
に
第
１
４
４
回
拡
大
地
方
本
部
委
員
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
２
春
闘
に
お
け
る
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
・

駅
の
無
人
化
反
対
、
列
車
運
転
短
縮
な
ど
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
当
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す
る
闘
争
方
針
を
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安
全
・
公
共
交
通
を
守

る
課
題

西
日
本
会
社
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
減
収
を
理
由
に
し
な
が

ら
、
駅
の
無
人
化
・
ワ
ン
マ
ン

列
車
の
拡
大
、
運
転
短
縮
・
減

便
、
組
織
の
大
改
革
を
行
い
、

人
員
削
減
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃

止
に
向
け
た
動
き
を
活
発
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

動
き
に
対
し
て
、
中
国
５
県
の

知
事
を
中
心
に
「
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
守
る
緊
急
提
言
）
国

交
大
臣
に
提
出
し
た
。
県
内
に

お
い
て
も
減
便
な
ど
に
対
し
て

県
と
13
市
町
が
「
沿
線
住
民
の

利
便
性
を
大
き
く
損
な
い
、
看

過
で
き
な
い
」
と
し
て
、
岡
山

支
社
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

地
本
と
し
て
、
申
入
れ
や
芸

備
線
・
駅
の
無
人
化
反
対
宣
伝

行
動
を
展
開
し
て
き
た
。
引
き

続
き
、
奮
闘
し
て
い
く
決
意
で

す
。22
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６
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０
円
の
賃
上
げ
、
期

末
手
当
６
ヶ
月
、
年
度
末
手
当

１
・
75
ヶ
月
を
要
求
し
て
い
ま

す
。
会
社
は
、
利
益
剰
余
金
３

５
０
０
億
円
余
り
た
め
込
ん
で

い
ま
す
。
要
求
を
遂
行
す
る
材

料
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
春
闘
で
は
、
労
働
者
の

苦
し
い
実
態
を
改
善
さ
せ
る
た

め
に
一
層
奮
闘
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

春
闘
の
山
場
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
各
支
部
に
お
け
る
春
闘
一

日
行
動
、
地
域
の
仲
間
と
の
行

動
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本

社
前
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
要
求
に
自
信
を

も
っ
て
、
地
域
の
仲
間
と
共
に
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こ

う
。組
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大

組
織
拡
大
は
「
動
き
な
く
し

て
拡
大
な
し
」
で
あ
る
。
動
か

な
い
限
り
そ
の
芽
も
出
な
い
。

ま
し
て
拡
大
と
い
う
花
が
咲
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
を

恐
れ
ず
、
拡
大
対
象
者
に
積
極

的
に
働
き
か
け
、
成
果
を
出
し

た
い
。
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